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松之山自治振興会 事務局      https://www.facebook.com/hai.koncho 

〶942-1406 新潟県十日町市松之山 1５9７-2（松之山支所 地域振興課内） 

:025-596-3131 fax:025-596-3515 E-mail: m_jichishinkoukai@yahoo.co.jp 

【松之山の人口 10 月末】 総人口 1,586 人（男 756 人 女８30 人） 世帯数：７56 世帯 

  （総人口 前月比：-5 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おところ お名前 おところ お名前 

文京区 宮崎  正弘 様 倉敷市  佐伯  マス 様 

市川市 保坂  栄作 様 茅ケ崎市 岡村  令子 様 

新潟市 阿部みき子 様 越谷市  石塚  一良 様 

足立区 室橋 昭男 様 松戸市 村山  論 様 

葛飾区 比嘉 知子 様 ９名＋匿名１名 210,000 円 

◇編集後記◇ 
 私が住む三省地区には「三省ハウス」という芸術祭関連
施設があり、今年は多くの宿泊客と作品鑑賞者が訪れまし
た。地区では男女 25人余りが交代で当直、作品受付、厨
房、清掃のスタッフとして参加しました。お客様を鑑賞す
るという、視点を変えた芸術祭を楽しませてもいらいまし
た。そのせいか作品は数か所しか見ていませんが・・。 

              K.Nakajima 
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国道３５３ 松之山交差点～新山区間の工事が始まりました！ 

 家並みがなくなりすっかり寂しくなっていた松之山集落の国

道 353 は、改良後の姿が見えるようになってきました。現在工

事をしている部分は 8.5m幅の車道となり、反対側の現在道路部

分に 2.5m幅の歩道が設置されます。写真左の建物はクリスマス

開業を目指して建築中の都屋さんです。新しいお店がオープン

することは嬉しいことです。楽しみにお待ち下さい。 

כּ  L= 8.5Ή 

 L=2.5m  

 

松
之
山
自
治
振
興
会
が
管
理
所
有
す
る
AED

が
耐
用
年
数
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
9
月
に
新

機
種
に
更
新
し
ま
し
た
。 

 

地
区
活
動
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
祭
に
は
貸
し

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。 

https://www.facebook.com/hai.koncho
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【総務・事業部会】  

□総務防災環境対策費 決算額１，490 千円（当初予算額２，010 円） 

① まちづくり活動事業補助金：申請 10団体のうち 1団体が事業中止しました。決算額は 1,198千円でした。 

② 広報事業費：「はいこんちょ」の発行（３回）に係る用紙代・印刷費・その他で 168千円の決算でした。 

③ 防犯活動・交通安全推進事業費：事業実施はありません。 

④ 自主防災組織強化事業費：兎口自主防災組織が管理する AEDの消耗品交換に 5千円を助成しました。 

⑤ 教育関連事業への助成事業費：保育園保護者会活動、松高生の地元企業訪問説明会、スポーツ優秀競技者への

表彰、みんなの食堂協賛の計 119千円の決算です。 

□福祉文化対策費 決算額３，817 千円（当初予算額３，２67 千円） 

① 集落安心づくり事業費：田麦立集落が組織を立ち上げ、前年度 26から 27組織になりました。基本交付金と加

算交付金（8集落が該当）を合わせて 3,275千円の決算となりました。 

② 敬老会助成事業費：老人クラブや集落が主催し全集落で実施しました。75 歳以上の 528 人に 1 千円づつ、計

528千円の決算となりました。 

③ 郷土文化伝承事業費：湯米心で取り組んでいる野鳥こけしづくりの後継者育成対策に 14千円を支援しました。 

④名老百選事業費：新たな名老申請はなく、名老の集いのみ開催しました。よって決算は 0円でした。 

□産業観光交流対策費 決算額２，899 千円（当初予算額３，４88 千円） 

① 地域内イベント助成事業費：諸理由で真夏の雪まつりは事業解散となりましたが、他は計画通り開催され 390

千円の決算となりました。 

② 交流事業費：東京松之山会春の総会に 16 名が参加しました。また長年継続してきた埼玉県加須市との交流は

今回で一応の〆となります。全体で 415千円の決算となりました。 

③ 獣害対策費：被害が広範囲に及び、実質計画の見直しが必要となり決算は 0円となりました。 

④ 緑の環境整備事業費：大棟山美術館の森整備事業（初年度）、湯の森公園管理事業（2 年目）、キョロロの森を

育てよう事業（2 年目）などを、にいがた緑の百年物語緑化助成事業、国土緑化推進機構助成事業を受けて実

施しました。全体で 2,094千円の決算となりました。 

【移住定住教育環境促進部会】  決算額 138 千円（当初予算額 520 千円） 

① 情報活用事業費：新規開設した移住定住専用のホームページの運用経費として、決算は 22千円となりました。 

② まつのやま学園支援活動事業費：優秀成績達成児童生徒 4名の懸垂幕を作成設置し、116千円の決算となりま

した。 

③ 新たな取り組み事業：交流会や研修会等に参加し情報収集活動を行いましたが、支出は伴いませんでした。 

【まつのやま青年女性まちづくり部会】  決算額 3 千円（当初予算額 255 千円） 

① 地域の史跡等をまもり隊事業費：新規事業として朝日山公園の草刈りに参加し、活動保険等で 3千円の決算に

なりました 

② 社協主催のみんなの食堂事業に共催しましたが、今年度は総務事業部会予算に計上されていることから、ここ

での支出はありません。 

【事務局費・予備費】 決算額２，498 千円（当初予算額 2，038 千円） 

  役員 42名分の報酬・費用弁償・旅費・事務局員の賃金、支所に払う年間の印刷費、郵便料金、賛助会費、広告 

掲載費など、事業を実施するための諸費用全般。また集落安心づくり交付金の内、未消化分残金として市に返還 

した 425千円を含みます。 

          □歳出決算総額 １０，８４６千円 □次年度繰越金 ５０２千円 

【十日町市交付金】  決算額 7，230 千円 

① 集落安心づくり事業交付金：3,700千円 27組織×100千円＋加算金対象 8行政区の計 1,000千円 

② 自治協働事業交付金：3.530千円 ①を除く事業に配分できるお金 

【自主財源】  決算額２，８００千円 

① 会費 333千円（500円×666世帯） ② 繰越金 614千円 ③ 雑収入 153千円（景観資金等）  

④ 応援寄付金会計からの繰入金 1,700千円   

【緑の百年物語緑化助成事業関連補助金】  決算額 1，318 千円 

① ゴルファー緑化 360千円 ② 森づくり 110千円 ③国土緑化推進機構 798千円 ④ 地元負担金 50千円 

【市補助金】  決算額 ０千円 

□歳入決算総額 １１，３４８千円 

 

 

 ― 令和５年度事業報告と決算概要 ― 
□歳入の部 

□歳出の部 
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令
和
6
年
3
月
に
市
立
中
学
校
の
中
期
的
・
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
「
十
日
町
市
立
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
提
言
」
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
自
治
組
織
単

位
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

で
は
こ
の
提
言
を
尊
重
し
て
今
後
の
中
学
校
の
学
区
再
編

に
向
け
て
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

改
め
て
確
認
す
る
と
、
長
期
的
視
点
に
立
つ
適
正
な
配

置
と
し
て
①
30
年
後
に
1
校
と
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
に
ふ
さ
わ
し
い
②
各
学
年
3
学
級
以
上
で
5

教
科
の
教
員
複
数
配
置
が
可
能
と
な
る
③
上
越
魚
沼
地
域

振
興
快
速
道
路
な
ど
、
交
通
網
を
考
慮
し
た
適
地
に
新
設
、

の
3
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
中
期
的
視
点
に
立
つ
適
正
な
配
置
で
は
、
①
10
年

後
に
既
存
校
舎
の
活
用
や
新
校
舎
の
建
設
に
よ
り
、
全
市

で
新
設
の
中
学
校
を
2
校
ま
た
は
3
校
と
す
る
こ
と
で
、

各
学
年
3
学
級
の
適
正
規
模
が
保
た
れ
子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
保
証
で
き
る
②
信
濃
川
東
側
と
西
側
、
市
域
の
南

側
と
北
側
に
配
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
③
小
規
模
特

認
校
や
学
び
の
多
様
化
学
校
、
サ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
、
サ
テ
ラ

イ
ト
校
な
ど
新
し
い
学
校
の
形
も
検
討
対
象
。
ま
た
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
、
通
学
状
況
、
地
域
性
の
観
点
か
ら
、
小
規

模
校
を
維
持
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
、
と
し
て
い
ま
す
。 

 

説
明
会
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
将
来
的
に
子
供
の
数

が
増
加
す
る
と
い
う
見
通
し
が
で
き
な
い
中
で
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
の
質
を
維
持
向
上
し
て
い
く
に
は
何
を
す

べ
き
か
と
い
う
視
点
で
検
討
し
出
さ
れ
た
提
言
書
と
な
り

ま
す
。
ま
た
10
年
後
、
30
年
後
と
言
っ
て
も
、
例
え
ば
新

た
に
学
校
を
建
設
す
る
と
な
る
と
場
所
の
選
定
、
用
地
確

保
か
ら
建
設
ま
で
長
い
期
間
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

検
討
の
先
送
り
は
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。 

 
 

中学校の学区再編計画見直しの進め方について 
10月 31日開催の十日町市自治組織連絡協議会で協議 

 

教
育
委
員
で
は
30
年
後
に
十
日
町
市
で
中
学
校
を
1

校
と
す
る
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
姿
を
目
指
し
、
ま
ず
は

中
期
的
に
2
校
ま
た
は
3
校
と
す
る
こ
と
で
、
提
言
を
実

現
出
来
得
る
各
学
年
で
3
学
級
の
適
正
規
模
が
保
た
れ
る

と
す
る
検
討
委
員
会
の
提
言
を
も
と
に
、
左
図
の
と
お
り

4
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
中
学
校
の
再
編
を
検
討
し
て
い
く

計
画
を
示
し
ま
し
た
。 

 

(1)
で
は
、
今
後
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
の
質
疑
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

(2)
で
は
、
提
言
に
示
さ
れ
て
い
る
再
編
す
る
区
域
の
い

く
つ
か
の
イ
メ
ー
ジ
図
（
例
え
ば
信
濃
川
を
挟
ん
だ
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
）
を
も
と
に
、
協
議
を
行
う
地
域
自
治
組
織
の
ブ 

ロ
ッ
ク
を
設
定
し
ま
す
。
な
お
当
日
の
意
見
と
し
て
、
10

年
後
に
再
編
し
て
も
そ
の
20
年
後
は
1
校
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
新
設
統
合
中
学
校
の
建
設
を
進
め
、
初
め
か
ら

1
校
を
目
指
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発

言
も
あ
り
ま
し
た
。 

(3)
で
は
再
編
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
検
討
会
を
設
置
し
て
協

議
を
進
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
既
存
校
舎
を
活
用
す
る
の
か

新
た
な
校
舎
を
建
設
す
る
の
か
、
施
設
の
整
備
や
通
学
手

段
、
さ
ら
に
地
域
と
の
か
か
わ
り
と
対
策
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
す
。 

(4)
で
は
、
新
た
な
再
編
校
の
設
立
に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
の
協
議
・
決
定
ま
で
行
い
ま
す
。 

 

中学校の学区再編に向けた今後の進め方 

(1) 再編協議を行うための研究会の開催 

再編協議を進めるにあたり、今後の方向性を検討するため地

域自治組織の役員等を対象にした学校再編研究会を開催。 

(2) 協議ブロックの設定 

  検討委員会からの提言をもとにした再編の素案（イメージ） 

をもとに、協議を行う地域自治組織のブロックを設定。 

(3) 地域自治組織における学区再編の意思決定 

 (2)のブロックごとに、関係する自治組織の委員による「新し 

い十日町市立中学校を作る検討会（仮）」を設定し、魅力ある学

校づくりを検討。そのうえで、自治組織において当該ブロック

における学校再編を検討し意思決定。 

(4) 新たな再編校の設立に向けた具体的な内容協議・決定 

 (3)で地域自治組織が学校再編の意思決定した際、新たな再編 

校の設立に向けた具体的な内容について、協議・決定する「設

立準備会（仮）を設置 

教
育
委
員
会
で
は
(1)
の
研
究
会

を
12
月
中
に
開
催
し
、
年
明
け
に
は

(2)
へ
進
み
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
検

討
会
や
設
立
準
備
会
の
委
員
に
は
各

自
治
組
織
や
関
係
学
区
の
保
護
者
等

か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
学
校
再
編
は
地
域
の
同
意
が
前

提
に
な
る
こ
と
か
ら
、
松
之
山
地
域

で
も
子
供
の
教
育
と
地
域
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
再
度
十
分
協
議
を
行

い
、
特
色
あ
る
小
規
模
校
で
の
存
続

を
含
め
、
実
効
性
の
あ
る
10
年
後
の

将
来
像
を
持
っ
て
会
議
に
臨
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。 

 
 

 


